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2023 年 8 月 10 日 

凸版印刷株式会社 

 

凸版印刷、東京農工大と複数のロボットの行動を最適化する 
AI 技術に関する共同研究を開始 

マルチエージェントシステムを活用し、人とロボットと AI が協働する社会を実現 

 

凸版印刷株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：麿 秀晴、以下 凸版印刷）は、国立大学

法人東京農工大学（所在地：東京都府中市、学長：千葉 一裕、以下 東京農工大）と複数のロボットの行

動を最適化するアルゴリズムに関する共同研究を開始します。 

本共同研究では、人とロボットの協働に向け、マルチエージェントシステム（※1）を活用し、複数の自律

的なロボットを AI カメラ、各種センサーやスマートフォンなどのエッジデバイスと連携させ、人の行動を予

測するだけでなく、様々な状況の変化にも対応させる技術を確立します。 

凸版印刷は、東京農工大との共同研究を通じ、ロボットと AI の活用を推進し、物流・小売・スマートシ

ティなど幅広い領域において、人・ロボット・AI が協働できる社会を実現します。 

 

「ピッキング倉庫における人とロボットの協働」のイメージ図 

© TOPPAN INC. 

■ 共同研究の背景 

近年の人口減少や超高齢社会を背景に、労働力不足が深刻化しており、人の業務を代替する自律動

作ロボットの活用が進んでいます。特に、規模の大きな物流倉庫などでは、完全ロボット化に向け、自律

走行搬送ロボット（AMR）の導入が進んでいます。一方、中小規模の物流倉庫でも AMR の導入は進んで

いますが、スペースや費用が限られることから、そのほとんどで人が介在しています。そのため、人とロボッ

トが衝突したり、相互に作業の妨げになって作業効率が落ちるなど様々な課題があり、予測が難しい行動

をする人と、協調・協働できるロボットの開発が期待されています。 

また、過疎化が進み、食料品・生活必需品を販売する店舗の減少、公共交通機関の廃止など、生活

に必要なインフラ・サービス維持が困難な地方においても、自動走行ロボットによる配送・移動式販売や、

高齢者向けパーソナルモビリティロボットなど日常生活の支援のためのロボット活用が検討されています。 

このような課題に対し、凸版印刷は、複数のロボットやエッジデバイス間で様々な情報を共有し、それら

のシステムが自律的に環境と状況を判断し、適切な行動をリアルタイムに行う「マルチエージェントシステ

ム」に着目し、この技術を研究する東京農工大・藤田准教授の研究室と、人とロボットの協働に向けた AI

技術に関する研究を開始します。 
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■ 共同研究の概要 

 本共同研究では、物流倉庫でのピッキング作業における、人の動きを考慮した自動搬送ロボット（AMR）

の搬送経路の最適化を目的とする AI 技術に関する研究開発を行います。 

（1）ロボットとエッジデバイス用 AI の開発 

AMR やスマートフォンなどの各システム上で動作する AI を開発します。これにより、複数の AMR やエ

ッジデバイス間で共有した様々な情報を利用して、各 AMR が自律的に環境と状況を判断し、最適なルー

トをリアルタイムに動作することが可能になります。 

（2）ピッキング倉庫における実証 

物流倉庫におけるピッキング業務の省人化・省力化を目標に、（1）で開発した AI を活用したモデルラ

インを構築し、技術検証を実施します。 

また、作業者が業務開始前に（1）を用いて様々な条件でピッキング作業をシミュレートし、作業計画を

策定する補助ツールとしての利便性についても検証します。 

 

■ 二者の役割 

・凸版印刷 

最適化アルゴリズムの AMR への実装と、ピッキングシステムの試作を行い、実際にピッキング倉庫にお

ける評価実証に取り組みます。 

・東京農工大 

東京農工大・藤田 桂英研究室はマルチエージェントシステム、自動交渉、大規模合意形成支援シス

テムといった研究に取り組んでおり、人間と AI が協調する社会を推進しています。本共同研究では、マル

チエージェントシステムを活用し、経路最適化アルゴリズム・シミュレーターの開発を行います。 

 

■ 今後の目標 

 凸版印刷は、東京農工大と共同で、倉庫において人と協働する複数台 AMR の経路最適化システムを

開発し、社内業務の効率化や、外販サービスとして展開していくほか、マルチエージェントシステムを活

用したサービスソリューションを、物流・小売り・スマートシティ向けに展開していきます。また、AI とロボット

の活用を推進し、産業と技術の発展に貢献します。 

 

■ 「Erhoeht-X®（エルへートクロス）」について 

「Erhoeht-X®（エルヘートクロス）」とは、凸版印刷が全社をあげ、

社会や企業のデジタル革新を支援するとともに、当社自体のデジタ

ル変革を推進するコンセプトです。 

「エルヘート」は、当社創業の原点である当時の最先端印刷技術

「エルヘート凸版法」から名付け、語源であるドイツ語の「Erhöhen（エルホーヘン）」には「高める」という意

味があります。 

凸版印刷は、これまで培ってきた印刷テクノロジーの更なる進化とともに、先進のデジタルテクノロジー

と高度なオペレーションノウハウを掛け合わせ、データ活用を機軸としたハイブリッドな DX 事業を展開

し、社会の持続可能な未来に向けて貢献していきます。 

 

※1 マルチエージェントシステム 

AI 技術のひとつで、自律動作する複数のエージェントが相互に連携・協調し、全体最適を図りながら、高度なタスクを実行させる

システム。エージェントとは、考える主体となるロボットや人を意味する。 

 

＊ 本ニュースリリースに記載された商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊ 本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 
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